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1 は じめに

日本でのリンゴ栽培は明治 8年に勧農寮がアメリカから75品種を導入し,各県に配布したのが

始まりとされている。台木としては大正年代までは,主としてミツバカイドウ,マルバカイドウが

用いられ,そのほか一部コバノズミ:エ ゾノコリンゴなども利用されたが,昭和期以降は終戦後の

一時期リンゴ実生が利用されたほかは,マルバカイドウが主要な台木として用いられ現在にいたっ

ている。マルバカイドウがこのように台木として,広 く用いられた理由としては発根性に優れ,挿

木繁殖が極めて容易であり,ま たワタムシや粗皮病に対しても耐性を有し,かつ耐寒性,耐湿性で

あるなど多くの長所を具備し,わが国の立地条件に適合していたためと思われる。なお,マルバカ

イドウには枝の直立するものと,垂枝性のものがあるが,発根性において後者が優ることより,現

在用いられている台木のほとんどは,垂枝性のマルバカイドウである。

これらの台木はいずれも喬性合に属するが,昭和 30年代までのリンゴ栽培は地 卜部空間を出来

るだけ立体的に,かつ最大限に利用して生産増を図ろうとする疎植・大樹型栽培であり,昭和初年

代にすでに導入されていたわい性台を含むM系台本にはほとんど関心が示されなかった。しかし

ながら,昭和 30年代に入って, リンゴの収益性に低落傾向が見え始め,と くに当時の主要な品種

であった紅玉,国光の価格の下落が年とともに激化し,また生産面においても,第二次産業への労

働力の流出による農村労働力の慢性的な不足と質的な―低下,それに伴う労賃の高騰などから, リン

ゴ栽培も収益性の高い果実牛産,すなわちスターキング・ デリシャス,ふ じなど高級品種への切換

えがなされる一方,管理作業の省力化,容易化への一方向としてわい化栽培に対する関心も高まっ

た。農林省 (現農林水産省 )でも園芸試験場盛岡支場 (現果樹試験場盛岡支場 )の定盛室長を昭和

38年にヨーロッパに派遣し, ヨーロッパにおける果樹のわぃ性台木の利用状況を調査させている。

2 日本における リンゴのわ い化栽培研究の経過

リンゴのわい化栽培には,わい性台木の利用,ネパータイプ品種の利用,植物生育調節剤の利用

などの方法がある。植物生育調節剤によるリンゴ樹のわい化については,昭和 40年からわい化剤

Bナ インを供試し検討したが,樹体のわい化維持に毎年 2～ 3回の散布を必要とするので薬剤費が

高価につき, しかも果実の肥大も抑制され,品質低下を招くなどの悪影響もみられ,実用性に乏し
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かった。したがって,こ こではわ|)性台木の利用によぅ1方法と不パ
ニタイプ品種の利用による方法

について,そ の研究の経過を述べてみたい。

1)わい性台木の利用

リンゴのわい性台木としてこれまでに供試されまた現在供試 しているものに,M系,MM系 ,

CG系の 3系統があり,参考までにその選抜育成経過の概要を示すと表-1の とおりである。日本

表 ― i 導入台木の系統 とその来歴

英国のEast Malling研 究所とJhon lnncs研力所

の共同で綿虫低抗性台木の育成を目的に研究を始

め,15系統を選抜し発表 (1953年 )

アメリカのCOrnell大半でM8の自然交雑実生か
ら選抜し, 158系統を発表(1953年 )

日本ではこの中13系統を導入したが, 1973年 に12

系統が隔離栽培から解除されている。

でも昭和初年代にM系の一部の台木 (Mlγ M16)を 北海道大学や青森県 りんご試験場で導入し

ており,園芸試験場東北支場 (現果樹試験場盛岡支場 )で も北海道大学より分譲をうけ保存 してい

た。 しかしながら,前にも触れたように栽培管理の省力化,あ るいは早期多収性の見地からわい性

台木の特性が注目されるようになったのは,昭和 30年代に入うてからである。

東北農業試験場園芸部 (現果樹試験場盛岡支場 )は昭和 32年から同場で保存 していたM系台木

について,取木繁殖法の検討を始めており, トレンチレイヤー法 (条こう式圧条法 ),ス ツーリン

グ法 (盛土式圧条法 )な どによる台木の発根性や増殖性:培上の機械化による管理作業の能率化技 :

術を明らかにし,昭和 38年からはわい性のM‐ 9台木の特性をマルバカイドウ台, ミッバカイドウ

台との比較で:ス ターキング・デリシャス, ゴールデン・ デリシャス,ふ じを供試し検討している

(表 -6)。 また,青森県りんご試験場では昭和 33年～ 34年にM系,MM系 台木を ドイツのガ

イゼンハイム園芸果酒教育研究所およびイース ト・ モーリング研究所から新たに再導入し,昭和39

来         歴

英国の East Malling研 究所で,ヨ ーロッパに古くか

ら存在|ていたリンゴの台木Polcll,P,radiSe
を収集し,わい化程度により分類し発表 (1917年 )

上記の収集台木より8系統を新たに追加発表(1930

年 )

Northein Spy×M2の交配実生から選抜(1952年 )
M16×■ 9の交配実生から選抜 (1958年 )

Ⅳl13 XⅣL 9     ″ ( 1971+)
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年から半わい性のM7台の生産力について,ス ターキング●デリシャス,紅玉, ゴールデン・デリ

シャス,印度,国光などを供試し研究を開始している。これらの研究が契機となって,昭和 40年

にはリンゴのわい化栽培が重要研究課題として, リンゴ関係県の連絡試験に採り上げられ,わい性

台から喬性台におよぶ多くのM系,MM系 台木が供試され,品種,栽植法,整枝法あるいは中FBI台

としての利用などとの関連で研究が進められてきた。また,昭和 50年からは新たにCG系の台

木やウイルス無毒といわれるM9A台 ,またM9台 よりさらにわい性なM27台についても検討が

加えられている。

一方,農林省 (現農林水産省 )においても,総合助成研究課題にわい化栽培を採り上晩 研究能

率の向上をはかってきた。すなわち,昭和 43年には「わい性台木の特性と繁殖法Jについて北海

道中央農業試験場,青森県りんご試験場,岩手県園芸試験場,福島県園芸試験場の 4場所が参加し,

台木と品種との関係,緑枝挿し法による台木繁殖の実用性を検討している。昭和 48年には「わい

化栽培によるリンゴの早期多収と防除の高能率化Jが中核試験として課題化され,岩手県園芸試験

場を中心に北海道中央農業試験場,青森県りんご試験場,福島県園芸試験場,長野県農総試果樹試

験場の参加協力で,わい性台樹の栽植方法,花芽着生の促進法,適正着果邑 わい性台木の中間台

としての利用などについて,またスパータイプ品種に関しても,わい性台との組合せ,樹形構成,

適正着果量などにういて検討するとともに,病害虫防除の高能率化に関してもスプリンクラーの利

用,微少量散布の効果を検討している。また昭和 51年には宮城県園芸試験場単独で「わい性リン

ゴ園の新植法の確立Jの課題で,新植時の土壌改良と植穴の大きさの問題,土壌の表層管理などに

ついて検討しているが, これまでの試験からわい性台では,同一台木でも土壌の種類により生育反

応に大きな差がみられ,施肥方法に関しても高密植のわい化栽培に対し,従来の喬性台での施肥法

の適用には問題があることから,昭和 52年より「土壌に適合するリンゴわい性台木選択基準の設

定」の課題で,青森県りんご試験場,岩手県園芸試験場,秋田県果樹試験,福島県園芸試験場の 4

場所の参加により,土壌の種類とわい性台木の生育,収量との関係について検討を始め,ま た昭和

53年からは「 リンゴのわい化栽培における若令樹の結実安定に関する施肥基準の設定Jに関して,

青森県りんご試験場,岩手県園芸試験場,長野県農総試果樹試験場,北海道中央農業試験場が参加

し,窒素肥料を主体に施肥量 施肥時期について研究を開始している。

さらに各県では,県内の立地條件との関連での研究も併行して行っている。例えば多雪地帯では,

雪害対策として消雪剤や雪層切断による雪害防止効果を検討するとともに,耐雪樹形の研究も行っ

ており,終霜期の遅い地帯では晩霜害対策として,スプリンクラーによる散水氷結法や耐霜性付与

剤の研究もなされている。しかし,わい化栽培での晩霜害対策には被覆法の検討も重要との意見が

出されている。そのほか,わい化栽培での早期多収には栽植時の苗木の良否が大きく影響すること

から,フ ェザーの多い良苗育成の一手段として,BA剤 などの値物生育調節剤の利用についても

研究が行われている。

以上のように,わが国でもわい性台木の研究は昭和 30年代後半から 10数年を経過したが, こ

の間に供試された台木は喬性台を含めると 30種類以上におよんでいる (表 -2)。 そのほか,中
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表 -2 日本で検討中の台木の系統 と性状*

蜀 最わい性 融1進 わ い性 準鮒種半わい性 瑳雛 きょう性肇i鑓 膚議きょ
M 系 27 9,9A 7 6 1,246 15, 16 12,25

MM系 102,106 111 104

CG系 lQ 47,80 23.24,57
5,55,62
18 32

17

在来系 ミツ

ゞ
=ヒ

*H,D;Ttlkeyに
よる台木分類に加筆

F85台木として供試されたもの (ヒ メリンゴ,ハナカイドウ,一才カイドウ,その他 ),あるいは耐

寒性台木として供試されたもの (ア ントノフカ, ロブスターNQ 5,ア ルナ・ プなど )を含めると40

種類以上の台木がわい化栽培の研究の一環として供試されたことになるが,省力性,早期多収性の

点で,わい性台のM26,M9,半 わい性台のMM 106,M7が 高く評価され,栽培農家にも採り
入れられている。なお,CG系台木やM27合については研究が始まったばかりで,その評価はさ
らに先のことになろう。

2)スパータイプ品種の利用

スパータイプ品種は既存の普通形品種からの枝変りで,短果伎を形成 し易いタイプに変ったもの

である。 したがって,普通形品種に較べ果実が着生 し易いと同時に枝の葉節間も短かく,樹自体の

生長もわい化傾向を示す。このような枝変りに着目し,積極的に優良系統の選抜を行ったのがアメ

リカで,昭和 22年頃から多くの品種を発表 している (表 -3)。 日本ではFol和 35年に福島県園

芸試験場で「 レッドスパー」,「ゥィルスパー・デリシャスJを,青森県りんご試験場で「スター

クリムソン・ デリシャスJを導入 したのが,その優れた外観や早期結実性などから大きな関心を呼
び,それ以降もゴールデン・ デリシャスのスパータイプを含め,数多くの品種が海外渡航者や苗木

商によって導入され,品種の特性や栽培法が検討されている。また前述のよぅに,総合助成試験

(昭和 48年,岩手中核 )に も組込まれ検討が行われた。
なID,こ のような枝変りはリンゴでは生 じ易く,わが国でもデリシャス系品種やふじなどでかな

り発見されているが,ま だ命名し普及するまでにはいたっていない。

光
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(吉田,1972)

‐ 品 種 名 発 見 者 親 品 種 考備‐
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ゴ
・
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リチャーレ,ドに似る。自家受精率高し、
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表■ 3 アメリカで発見されたスパー・ターイプ枝変‐わり品種 ‐  ‐

注 :来歴,特性不明のものρ
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`師
ュ弓略コ的■l‐ No 2,3
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が国に導入済み

3 わい化栽培の問題 点 と展望

わが国におけるわい化栽培の研究は,まだ十数年を経過したに過ぎないが,数多くの場所の連携

のもとに総合的に研究が進められたことによって実用普及の段階に入っている。すなわち,台木

の種類もわい性のM26を中心にM9が ,また多雪地帯ではMM 106や M7が用いられ,整枝法も

高密植 (10a当 り100本以上 )が前提となるわい性台樹:どはスレンダ=・ スピンドルが,半わい

性台樹 (10α 当り50～ 70本 )に はフリー・スピンドルが奨められている。

しかしながら, これまでの研究の多くは盛果期以前の樹で検討されたものであり,盛果期以降の

樹体,樹勢の維持法に関しては今後の研究に侯うところが大きいが,安定したわい化栽培技術を確

立する上でなお解決を要する種々の問題点が指摘される。 |

先づわい性台により樹高が低く制限されることは管理作業の省力化の面で大きな長所であり,
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これがわい化栽培の目的の 1つであるが,気象條件とくに冬季の積雪や春季の晩霜の面からみると

大きな短所ともなり,積雪量の多い地帯あるいは晩霜が遅 くまで発生する地帯では,栽培上大きな

問題となる。雪害や晩霜害対策 についてはこれまでにも多くの調査・ 研究がなされてきたがまだ

十分とはいえず,今後の重要検討課題でもある。問題のとくに大きい地帯では台木の種類を規制

し,あ る程度樹高を高める必要もあろう。

次にわい化度の強い台木では根系が小さく,かつ根も浅いことが指摘されている。根が浅いとそ

れだけ土壌環境の影響をうけ易く,土壌の種類や早湿害が問題となる。これまでの研究からも,土
壌の種類によって新梢伸長や開花 。結実などの生育反応に差がみられ,ま た台木によっては,土壌

の過湿が誘引と思われる原因不明の枯死障害もみられている。台木の種類と土壌適合性については

現在研究を進めているが,土壌の過湿害や早魃害の影響についても明らかにしておく必要があろう。

病害の面では在来の喬性台では,ほ とんど障害例のなかったカラーロット類似症状や地際部の腐

敗による枯死障害も発生 し,栽植密度を低下させる一因ともなっており,早急に対策を要する問題

である。

そのほか,経営的な面でも問題がみられる。従来の喬性台では挿木台木 (マ ルバカイドウ )や実

生台 (ミ ツバカイ ドウ. リンゴなど )を用いていたので台木の繁殖が容易であり, しかも単位面積

当りの栽植本数が少なく,かつ経済寿命 も長:いので,購入苗木を使用するにしても経済的にあるい

は需要供給面で もそれほど大きな問題とはならなかった。これに対 し,わい化栽培では密植が前

提となるので,栽植時に多くの苗木を必要とするが,栄養繁殖を要するわい性台木は挿本による発

根率が低 く台木の養成に多くの時間と労力を要する。栽植する苗本は自家生産するのが望ましい

が,農家の経営規模が零細なだけに台木の繁殖や苗木の養成畑の確保が問題となろうし,ま た購入

苗木を使用するにしても一度 に多 くの苗木を必要 とするので,経済面や苗木の供給面で問題があ

ろう。現在でも集団的にわい化栽培を採り入れようとする場合の大 きな問題 として苗木の供給不

足があげられている。またM9やM26な どのわい性台樹では樹の強度が劣り,安定性に欠けるた
め,棒支柱や トレリスなどの利用による永久支柱が必要で,喬性台に較べ開園費の高む難点がある。

さらに,経済寿命が短かいとされているわい性台樹の経済寿命の把握や,その改植時の園地のロー

テーションなども今後に残された問題であるが,管理作業面でも樹形構成や花芽着生促進のための

枝の誘引,着果重による裂損防止のための枝の吊上げヽ あるいは夏季の徒長枝剪除には喬性台園以

上に集約管理が必要であり,ま た樹冠下の除草や草刈のための省力機械の開発とか,摘用除草剤の

選抜も残されている。

一方,ス パータイプ品種は早期結実性でかっ多収性であり,ま た紅色品種では着色し易いなどの

長所を有するが,普通系品種に対比 し食味に難点のみられるものが多く,外観,食味ともに優れた

品種が望まれる。

したがって,長期的な対策としては繁殖性,耐病虫性に優れ,環境適応性が広 く,わが国の立地

條件に適 したわい性台木の探索と育成が,ま た内容・外観ともに優秀なスパータイプ品種の発見と

育成が必要であろう。
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以上のように,わが国のわい化栽培には,なお解決を要する問題が多い。しかしながら, リンゴ

栽培では人手に依存する管理作業の比重が高いので,現状の喬性台の利用による大樹疎植の栽培に

は管理作業の省力化にも限度があり,経営規模拡大の面からも問題となる。また裁植から盛果期

に達するまであ期F・|も十数年と長く,投下資本も長期にわたり固定されるなどの問題もある。これ

に対し,わい化栽培では樹高が低く,樹冠巾も狭く維持されるので,本手による管理作業が容易と

なり,高能率化も期待出来るし,また種 の々管理作業機の導入も容易となり,能率的な運用も可能

となろう。例えばリンゴ園の管理作業中,省力化がもうとも困難とされている収穫作業労力につい

て,樹高との関連で調査したオランダでの結果をみると(表 -4)樹高が低いほど作業能率も高ま

っており,ま た青森県りんご試験場の半わい性樹 (M7)に ついての調査(表●5)で もマルバカ

イドウ台に較べ人工授粉,着色手入れ,収穫作業時間が大巾に節減されている。なお,摘果作業は

結実が良いために多 くの労力を要したとしている。またわい性台では早期多収を期待出来 (表―

6),投下資本の回転も早まり経営上も有利となる。表 -6に示した収量はM9で 10α 当り80

本植として試算 したもので,わい性台としては樹冠巾をかなり拡大させた場合の結果であるが,栽

植密度を高めスレンダニ・スピンドル形の整枝を採るなら,さ らに早期多収が得られたものと思

われる。

表-4 りんご樹仕立別 1,lXXl箱収穫に要する労働 (オランダ )

仕 立 方
樹  高
(71)

労  働
(時間 )

標準を 100
とした指数

垣 根 仕 立 2 75- 100 50～ 54

立 木 仕 3～ 4 70～ 115 48-58

立 4～ 45 125- 140 70 ～ 89

標 準 5～ 55 140- 200 100

表 -5 半わい性樹 とマルバカイ ドウ台樹の労働の比較

品種はスターキングデツシャス。

M7台樹は 10年生で10a67本桓 マルメヵィドゥ台樹ま18年生で10● 17本植。
M7台 のスターキングの樹高は 339れで結果部位は地表50m位から配置されている。

①

②

③

注

森りんご試、昭48

人 工 授 粉 摘 果 着色手入れ 収

台木 名 』判
鋼

哺
け
の

マノンヾ

対

指数

10α

当り

:0竜f間)

哺
判
の

■マツレク`

対

指数

10α

当 り

:庄寺f間 )

嘲
勤
の

一
対
撤

勲
判
躙

哺
判
⑥

歩
難
機

A/1   7 22 7 67 1181 27 0 73 57 5 144 319

マ ル バ

カイ ドウ
37 3 91 79 7 19 3 52 5 127 100 0 60 100 0
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｀
表 -6 品 種 別 ・ 台 木 別 の 年 次 別 収 量

台 木
10● 当 り 収 量 (ton) 緊十り薙肇(ton)

昭39‐ 4o414243“ 454647慇 4950515253 厭 腱 k

M  9

マノレ ヾ

実 生

ス タ =キ ン グ

0001049 037080071114129190210298408173350243
0   0  0001 006038034 098 117 062 068 153 1 93  1 25 205 196

0   0   0    0 001 006 027 051 006 024 063 1 32  1 01  121 142

167  866 2337

044  4:29 1300

001  1 10  669

M9
マノレ ヾ

実 生

コ

)040 34 060  066146153

)01 0 05 0 16  0 45095 165

0 0004011027069

デ   ン
458 390 510 263 394 373

355 251 376 240 428 254

219  162 289  1 67 342 225

レ

％

“

∞

２２

“

‐６

一　

〇

〇
　
〇

２

８

７

311  1503 3433

1 61  992 2538

043  600 1784

M 9
oレ｀

実 生

150 243

197 104

077 108

269 384

292 307

180 224

じ

303 265

162 326

067 1 71

0

0

0

ふ

0 17 078  012127169

o oo1  013047167

0   0   001003033

８３

∞

３４

６９

３５

“

238 1188 2792

061  942 2277

004  487 1263

一方,わい性台樹は経済寿命が短かいともいわれており,経営規模の小さいわが国のリンゴ栽培
にとっては,難点の 1つとも受けとられているが,反面今後の品種の多様化を考えると喬性台に較
べて対応し易いともいえよう。その点で長所といえるかも知れない。

以上のような諸点からみて,わが国における今後のリンゴ産業の発展過程において,わい化栽培

の占める比率はかなりの程度高まるものと考えられる。

なお,参考までに最近のわい化栽培の普及状況を示すと表-7,図 ,1の とおりで,昭和 50年

表 -7 わ い化 台木 の県 別・ 系 統 別 普及 状 況
(hら  2つ

辞 M9 M26 M7 MM 106 MMlll MMl“ M 27 その他 計

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

郡馬県

長野県

計

構成比

6 89

160

0 02

22
07

139 4

165 21

71

155

232 15

537 0

9 47

49 9

56 8

63 03

23 0

366 5

1,353 35

586

38 8

46 25

20
0 03

87 08

38

3512

319 27

85 0

4 97

146 5

27 0

0 95

61889

26 8

160

10

94

26 4

11

10

10
00

0 03

0111

00

10

58 9

25

105 5

661 56

642 0

1449

206 7

86 0

64 71

23 0

506 9

2,310 86

(資刑 :農林水産省果樹花き課)
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図-1 わい性台本の系統別普及状況
鮨料:農林水産省果樹花き諭

以降のM26台の伸び率が注目される。農家のわい化栽培に対する意欲は新植園への導入のほか

に,フ ラン病や高接病などによる低位生産園の回復策としても極めて高いものと思われる。
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